



錦 か よ 子
１. はじめに
教員養成校における初心者のためのピアノ実技指導は, 非常に困難を極める
ものである. 本学の場合は, 『児童音楽』 でピアノ実技指導を行っているが,
半期回という制約の中で, 初心者を教員採用試験にパスするレベルにまで到





ている. 本学のように半期回の授業の中で, 『弾き歌い』 を効率よく指導す
るにはどうすればよいのか. 多くの県・市は, 教員採用試験の音楽関係実技課
題として 『弾き歌い』 を指定しており, その技法の習得のための教則本も市販
されてはいる. しかし, 教則本は練習曲の分量が多いため, それを使用する時
間的な余裕はないのである. ピアノ初心者が, 半年で 『弾き歌い』 ができるよ
うになるための絶対的な方法はありえない, ということを前提としつつ, ｢初





年度は名の学生を, 春学期は, , 名, 秋学期は, 	, 名のク





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る県があるなど, 難易度の差は甚だしいと言える. 当然のことながら, 曲目指
定をされていれば, 試験日までに準備をすることができるが, 当日指定は, 試
験曲としてどのような曲が出題されるのか当日まで不明なため, 初心者では対
応できないであろう. また大阪市は自由な楽器で演奏が可であり, 大和高田市







『弾き歌い』 は, ピアノ伴奏をしながら歌うという行為である. ピアノパー
トを弾きこなした上で, 歌を歌うという, 二つの異なる行為を同時に行う.
｢歌を聞いたり, 歌ったりする, という行動は, 一見簡単でとても単純そうに























ある. 若菜 ()４) も先行研究で ｢初心者のピアノ演奏に必要な力｣ として
｢演奏以前に, 音楽的経験不足を補うため, 楽譜と鍵盤の関係, 音高や和音の
響きを身体感覚的に捉える過程が必要｣ ｢単純なフレーズを使って, 指のポジ























め, この教則本を使用していては, 授業の目標は達成できない. 楽譜１の
















に読めると同時に, 弾けるように訓練する. また ｢楽譜を見ながら鍵盤をブ
ラインドタッチで弾ける｣７) ことが重要である. ｢ブラインドタッチとは鍵盤
上に目が釘付けになるのではなく, 楽譜を目で追いながら, 自然に指が正し
い音を探り当てて弾くこと｣ である. 角 ()８) は ｢大人の学習者は手元
を見ながら (かじりつきながら) ピアノを弾いている人が多い｣ ｢そして今
までのほとんどの教則本がこの点に目をつぶっていました｣ と述べているよ
うに, 初心者はとかく鍵盤上から目が離せないという事態に陥りがちである.
また ｢『鍵盤を見ないで演奏できる能力』 は確かに重要であるが, 初心者に
とっては楽譜から鍵盤への視線の移動の仕方に, より大きな問題がある｣ と












番号に慣れるためでもある. これは 『バイエルピアノ教則本』 の番と似て
いる. 番は起点がハ音, ニ音, ト音と三種類の順次進行が表れるため, よ
り高度であるが, ピアノ練習の最初に番の意図する点, すなわち広く鍵盤
を使用する, 順次進行を会得するなどの練習をすることに意義がある.
② 『かえるのうた』 を弾く―楽譜１の (Ｄ) を参照
基礎的な訓練ばかりでは達成感が得られないため, ５本の指で弾ける簡単






前出の角も, 読譜のコツは ｢音符をひとつひとつ読んでいくのではなく, 図形













１) ハ長調の主和音【Ｃコード】の右手練習―楽譜２の (Ｆ) を参照
ａ◯はハ長調主和音【Ｃコード】の基本形, ｂ◯は第一展開形, ｃ◯は第二展開形
である. 和音の形は左手の伴奏に必要なだけではない. メロディーは和声音や
非和声音 (経過音, 刺繍音系など) で作られているため, 基本になる和声音の
形を覚えることによりメロディーラインを理解することができるのである. 小











みの練習を行う. ａ◯はその基本形, ｂ◯は第一展開形, ｃ◯は第二展開形であり,
楽譜を見るだけで, 手がそれらの和音の形を無意識に鍵盤上で捉えることがで
きるようにするための練習曲である.
３) ハ長調の主音 (ド) 中音 (ミ) 属音 (ソ) の読譜と鍵盤の位置を知る―
楽譜３の (Ｈ) を参照
ド, ミ, ソの音の読譜とその鍵盤の位置をブラインドタッチで弾けるように
するための練習である. ハ音から３度上のミの音, そして５度上, ４度下のソ
の音, 及びオクターブの音を読譜し, 鍵盤を探さなくてもいわゆるブラインド








る. 『初等科音楽教育法』 (音楽之友社) に掲載されている歌唱共通教材の簡易
伴奏形はｅ◯の形が多い. ａ◯の伴奏形は 『かたつむり』 の後半に使用され, ｂ◯の
伴奏形は 『ふじ山』 『こいのぼり』 『いるかはザンブラコ』 (この曲は愛唱歌と
して掲載されている) に使用されている. ｅ◯の伴奏形は 『かたつむり』 の前半
『春が来た』 『春の小川』 『とんび』 『まきばの朝』 『スキーの歌』 である. 他の
歌唱曲の伴奏は, この分類には属さないが, 和音を基にした伴奏であるため,
和音の形を訓練すれば, 応用は可能である.






















小学校の歌唱共通教材の 『かたつむり』 『かくれんぼ』 『こいのぼり』 などを弾




























, 番に掲載されているが, そこでは基本形のみを扱っている. また 『大学
ピアノ教本』 では主和音と属七の第１展開形の和音のみを用い曲もの曲で練
習するようになっている. そして下属和音の練習は, 番で行う. このよう
に時間をかけて練習しなければならないほど, 終止形の連結は音楽活動の実践
に役立つものであるため, この練習曲は重要であるといえる.
２) 歌いながらメロディーを弾く―楽譜５の (Ｌ) を参照






しいと感じることが大切なのです｣ と角 ()) も言っているように, 時間
の無い中で, その大切さを指導することを忘れてはならない.














(８) ト長調―楽譜６の (Ｎ) を参照
小学校唱歌第１学年の最初の共通教材 『うみ』 はト長調の曲である. ト長調
は 『茶つみ』 『スキーの歌』 の２曲に使われているだけであるが, 基礎的な調
として練習する必要がある.
ａ◯の音階は, 読譜とブラインドタッチで鍵盤を捉えることを優先させるた








(９) ヘ長調―楽譜７の (Ｏ) を参照

















ンを併用して指導している. まず, １時間に習得できる練習曲を設定し, グルー
プレッスンにおいてその内容を説明し全員練習を行い, その後, その成果を個
人レッスンで確認するという方法をとっている. 年の秋学期の授業におい
て, この練習曲を使用して実践中であるが, ハ長調 (Ａ) ～ (Ｍ) の課題は４
回余りの授業で終えることができた. その後, 『春がきた』 の課題曲を与えた
が, ほとんどの学生は２, ３回の授業でその曲の弾き歌いをすることができた.
弾き歌いの前に, 準備練習として行ったこれらの練習曲の効果は大きかったと
思われる. 『春がきた』 を終了した学生にあわせ, 次にト長調 (Ｎ) の練習曲
について説明し, グループレッスンを行う. 同じようにその成果を個人レッス
ンで確認をする. 合格した生徒は 『うみ』 を練習する. 次はヘ長調 (Ｏ) を練
習し, 習得した生徒は 『ふるさと』 の弾き歌いに取り組む. 各唱歌を楽譜どお
りの伴奏で弾いた後に, コードネームを用いた伴奏でも弾けるように指導して
いる. それは多少の困難を伴うが, 理解できれば応用が利き, 実際場面でも役
立つからである. ここまでは初心者全員, 同じ練習曲と唱歌に取り組むが, そ
の後は, 個人の音楽的な資質や努力に差があるため, 学生が自由に選曲した唱
歌を練習する. 前述したように, 初心者にとっては, グループレッスンと個人
レッスンを併用して行うことが重要である. グループレッスンをすることによ














の種類, リズム, 音程, 和声などの楽典的な知識は, 『音楽科教育法』 の授業
で指導しているためである. しかし学生によっては, ピアノ実技を行う 『児童





６. ま と め
ピアノ初心者が半期回の授業で 『ピアノ演奏』 及び 『弾き歌い』 を習得す
るのは, 極めて困難であるといえる. 市販されている教則本は練習曲の分量が
多いため, それを使用して指導する時間的な余裕はなく, 指導者にとっても負
担が多い. そこで, ｢初心者のピアノ演奏に必要な基礎的技法｣ と ｢弾き歌い






















注注１) 大学音楽教育研究グループ (第１刷) 『教職課程のための 大学ピ
アノ教則本 バイエルとツェルニーによる展開』, 教育芸術社







注３) 『バイエルピアノ教則本』 を教材としている短大, 大学が多いと思われ
る. 採用試験の音楽関係実技試験の一覧表でもわかるように, バイエルか







１) 若菜直美他 () 『短期大学保育科における初学者・初心者のためのピ
アノ指導法の改善―専任講師・非常勤講師の協同・協奏の試み―』 文化女
子大学室蘭短期大学研究紀要
２) ３) 谷口高士編著 (第１刷発行) ( 『音は心の中で音楽になる 音楽
心理学への招待』 のＰに掲載されている, 後藤靖宏 『歌の記憶』 の中の
１文である.

















７) 角聖子著 ( !第１刷発行) 『ブラインドタッチで弾ける大人のための楽
しいピアノスタディ』 １巻から３巻, 音楽乃友社
８) 角聖子著 ( "第１刷発行) 『｢ピアノ力｣ をつける！』 音楽乃友社
Ｐ#～Ｐ #
９) 夏目佳子 ( ) 『ピアノ演奏における楽譜と鍵盤間の視線移動について―
初級者に対する実験的事例研究―』 日本音楽教育学会, 音楽教育学第!巻
第１号
) 角聖子著 ( "第１刷発行) 『｢ピアノ力｣ をつける！』 音楽乃友社 Ｐ #
) 角聖子著 ( "第１刷発行) 『｢ピアノ力｣ をつける！』 音楽乃友社 Ｐ#$
 ) %








・中島卓郎著 (  ) 『実践的指導力を高めるピアノ教育の試み―教員養成教
育の場合―』 信州大学教育学部付属教育実践総合センター紀要 教育実践
研究
・辻 志朗著 ( "第１刷発行) 『誰でもぜったい楽譜が読める！』 音楽乃友社
・谷口高士編著 ( 第１刷発行) 『音は心の中で音楽になる』 北大路書房
・幡野友香 ( &) 『かんたん楽譜の読み方』 成美堂出版
参考教則本
・'()*+)(&) 『,)'-'+./01.'2』 
・加勢るり子訳編 ($第１刷発行) 『ピアノの学校 コダーイ・こどもの音
楽教育』 音楽之友社
・橋本幸一著 ( 初版発行) 『おとなのためのピアノ教本１, ２』 ドレミ楽
譜出版社
教員養成校におけるピアノ初心者を対象とした実践的支援
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